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2024-2025　RIテーマ
「The  Magic  of  Rotary」

◎第 2619 例会
(2025 年 1 月 23( 木 ) 於 : ３F 例会場 )
会長あいさつ　漆原　  誠  会長

(　) は、出席義務規定免除の出席者数です。【出席委員会より】一年間宜しくお願い致します。皆勤賞を達成しましょう。
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2025 年 1 月 3 0 日(木)
点　　鐘
ロータリーソング
ソングリーダー

12 時 30 分

〔卓　話〕

〔卓話者〕

第 2620 例会

浦和東ロータリークラブのうた

岡安　美穂　会員

2025 年 2 月 6 日(木)
点　　鐘
ロータリーソング

ソングリーダー

12 時 30 分

〔卓　話〕

〔卓話者〕

第 2621 例会

田沢　純一　会員　

浦和レッズレディースの強さと
マネジメント

浦和レッドダイヤモンド株式会社　
レッズレディース監督　楠瀬直木様

2025年2月14日(金)第 2622 例会
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出席報告(出席委員会 ) 例会日 総数 免除 計算 出席 欠席 MU 出席率

2617 例会

2618 例会

2619 例会

01 月 09 日
01 月 16 日
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職業奉仕
職業奉仕委員会　八百委員長

君が代　　奉仕の理想

　　　　　　　　　　1番、3番

������������������ へ振替
点　鐘　15 時 30 分
場　所　PHロイヤルクラウン

                         (4F)

皆様こんにちは。　本日も例会にご参加くださり誠にありが
とうございます。

本日は地区ロータリー財団部門委員長白井靖委員長が、会員
の皆様が財団への寄付を協力してくださった際の感謝状を持参し
てくださっております。

実は先週の例会に、白井委員長が当日いらっしゃること、私
が司会シナリオに加えてもらって、当日不在だったためドタキャ
ンの様になってしまいました。白井智子会員、ご主人がドタキャ
ンだったわけではありません。白井委員長がお越しいただくのは
本日でした。大変申し訳ありませんでした。

さて、本日の例会は２月１５日に開催される創立５５周年記
念事業、見沼環境サミット、みんなが主役の生物多様性と題し開
催される、クラブフォーラムです。ここに至るまでには、２０２
０年８月、創立５０周年の年度が終わり次の年度、現在は出席免
除となって例会をお休みされておりますが、野口實会長年度が始
まった８月にクラブ戦略計画の内容が決定したところから始まり
ます。

その後戦略計画委員で１年間様々な検討を行い、地域社会に
インパクトをもたらす奉仕活動特別委員会の設置によって、委員
会名にもあるように地域のニーズに合わせた奉仕事業の調査と実
施、見沼田んぼでの、春の田植えから始まって、夏の生き物調査
、秋の稲刈りと収穫祭。同様に事業を２年間地域の活動団体との
かかわりを持って行った成果がやっと小さな実をつけ、さいたま
市からロータリークラブが主催で事業を行ってくださいと提案を
受けて事業の実施となりました。実にサミット開催まで５年の月
日が経っております。

子どもたちの農業体験は珍しくもなくロータリークラブがど
うしてとの声もありましたが、私たちロータリークラブが現場に
足を踏み入れ、地域の活動団体とかかわり、２年間の実績を残し
て行政にも認知してもらい、特別委員会の次の山登りのルートが
切り開かれるために必要な事業であり必要な２年間だったっとも
います。特別委員会はこの環境サミットを経て次のステップを歩
むこととなります。

最後に話が変わりますが、昨日環境サミットの参加団体で当
日の打ち合わせを行った際に、さいたま市見沼緑のトラスト保全
第１号地に破竹の竹やぶがあることを聞きました。その破竹の花
が咲いたそうです。実は花が全国で昨年の秋ごろから一斉に咲き
始めていているとニュースになっているようです。

破竹の花が咲く周期は１２０年とされていて。前回咲いたの
はシカゴでロータリーが誕生したこ頃、日ロ戦争がはじまったこ
ろだったそうです。

どうして、気候も違う全国で一斉に１２０年周期で咲くのか
解明されていないようですが、竹は一度花を咲かせると枯れます
。そのことから竹が花を咲かせると天変地異などの不吉なことが
起きるという伝承もあり、いやのことが起きるとされてきていま
すので、今年いやなことが起きなければいいと願っております。

98  




